
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本日の集会】 

◇礼拝前祈祷会 10:00         於一階集会室 

 

【今週の集会】 

◇聖書を学び祈る会 7月 2日(水)昼 1：30夕 7:00 

サムエル記下 3章 2～39節 

※オルガニストが与えられるによう祈りましょう。 

※闘病生活をしている方を覚えて祈りましょう。 

◇定期委員会 7月 5日(土)9:00 

 

【諸報告】 

1．教会暦では、6月 15日(日)から三位一体主日と

なります。 

2.ヒムプレーヤーは故障のため修理中です。その間、

録音した讃美歌を使用するか、無伴奏で歌います。 

3.中会教職 B、大会伝道局を覚えて献金をささげま

す。よろしくお覚えください。 

 

【中・大会その他】 

1．去る 6 月 17 日(火)午後 2 時～4 時、札幌琴似教

会を会場に、大会人権委員会・中会ヤスクニ委

員・中会教職者会共催公開学習会が行われました。 

主題：「宗教組織における境界の侵犯 

―ハラスメントは何故おこるのか」 

講師：櫻井義秀(北海道大学教授) 

この講演の資料を配布しましたので、ご覧下さい。 

 

 

◇美瑛伝道所◇ 

本日:主日礼拝 29日(日)15:00 在室日３日(木) 

先週:主日礼拝日 22日(日)男 2女 1計 3名 

在室日 26日(木)除草回収 

 

 

【先週の集会】 

主日礼拝 22日(日)男 2女 5計 7名 

聖書を学び祈る会25日(水)昼男 2 女 0計 2 名夕男 1女 1計 2 名 

読書会 24日(火)男 1女 2計 3名 

【先週の説教要旨】 

「シナイ山は全山煙に包まれた。主が火の中を山の上

に降られたからである。煙は炉の煙のように立ち上り、

山全体が激しく震えた。」(旧約聖書出エジプト記 19章 18節) 

◆イスラエルの民は、エジプトから脱出した後、荒野

を旅し、遂にシナイ山の麓に宿営しました。このシナ

イの荒野に出発するのは民数記 10章 11節になってか

らです。その間、イスラエルの民はシナイ山の麓に宿

営し、救いの神と契約を結び、神礼拝の仕方を教えら

れ、さらに神の民に相応しい生活をするように導かれ

ます。そうした事が出エジプト記 20 章以下で語られ、

レビ記で語られます。◆そこで主なる神は、イスラエ

ルの民と契約を結ぶために、様々な準備をします。第

一に、主なる神は、イスラエルの民に対して、救い主

である御自分に聞き従うのかを問いかけます。その際、

救いの目的を語るのです。それは、あなたたちはすべ

ての民の間にあって、わたしの宝の民となるために、

またあなたたちはわたしにとって祭司の王国、聖なる

国民となるため、というのです。そのため今、主なる

神の言葉に聞き従い、交わりを持つかと尋ねます。イ

スラエルの民はそれに対し、わたしたちは聞き従うと

答え、ここに救いの神との交わりが成り立ったのです。

◆そこで第二に、主なる神は、イスラエルの民と契約

を結ぶために、自ら天から降るのです。つまり神は、

イスラエルの民との交わりにおいて降り、ご自身を示

すのです。その際、主なる神は、ご自身と対面するの

にふさわしい備えをするようにと命じます。神は、わ

たしの友達ではありませんから馴れ馴れしい態度で接

する事はできません。また「女に触れるな」とは性の

交わりが汚れているためではありません。性の交わり

は全人格的な交わりです。しかし神との交わりも全人

格的です。ですから神との交わりが片手間の事になら

ないために「女に触れるな」といっています。そのよ

うに準備させたあと、主なる神は、契約を結ぶために、

遂に、シナイ山に降ります。わたしたち人間の感覚は、

シナイ山が煙につつまれて揺れたり、火が出たり、雷

鳴がとどろいたりするのを感じます。しかし信仰は、

そのような自然現象を用いて、主なる神がシナイ山に

降ったのを知るのです。主なる神は、実に、人間と契

約を結ぶために、自ら降ってくださったのです。 

三位一体主日 

主日礼拝 

司式／説教小野寺泉牧師 

杉山綾子委員

【招き】 

前    奏(讃美歌 245・1節) 

招   詞 詩編 121編 1～8節 

讃 美 歌 11番                起立 

罪の告白と赦し 詩編 32編          起立 

讃 美 歌 353番                           起立 

【み言葉】 

聖   書  

出エジプト記 20章 1～21節(旧約 p.126) 

ヨハネによる福音書 8章 34～38節 新約 p.182) 

祈    り 

讃 美 歌 120番                           起立 

説   教「十戒 ― 自由の道標」 

祈  り 

讃 美 歌 504番                           起立 

【感謝】 

信仰告白 日本キリスト教会信仰の告白 

献  金           田畑有希子委員 

主 の 祈 

頌    栄 24番                           起立 

【派遣】 

派  遣  

祝  福(讃美歌 40・6)  

後  奏(讃美歌Ⅱ259)          着席 

◇報告杉山綾子委員    ◇受付宮川美加委員 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

◆聖書 イザヤ書 61章 10節 

ヨハネによる福音書 19章 16 節後半～27節 

◆説教「救いの衣を着せられる幸い」 

◆



 

平和を求める祈り 

 

 

 

 

平和の器 

 

主よ、わたしをあなたの平和の器とし、 

憎しみしかないところに 

愛の種子をまかせてください。 

 

痛みしかないところに 赦しを 

疑いしかないところに、信仰を 

絶望しかないところに、希望を 

暗黒しかないところに、光を 

また、悲しみしかないところに、喜びを、 

どうか、みなぎらせてください。 

 

慰められることを願うのではなく、 

慰める者となりますように。 

理解されることではなく、 

理解することを 

愛されるのではなく、愛することを 

心から求める者になりますように。 

 

わたしたちは与えることにおいて、 

受けるのです。 

赦すときに、自らも赦されるのです。 

そして死において、 

永遠の命に目覚めるのです。 
 

―アッシジのフランチェスコ(1181 年～1226 年)の祈り 

 

 

 

 

 

主の祈り 

 

天にましますわれらの父よ 

願わくは、み名をあがめさせたまえ。 

み国を来たらせたまえ。 

みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を今日も与えたまえ。 

我らに罪を犯す者を、我らが赦すごとく、 

我らの罪をも赦したまえ。 

我らをこころみに遭わせず、 

悪より救い出したまえ。 

国と力と栄えとは、限りなく汝のものなればなり。 

アーメン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期集会のご案内 

主  日   礼  拝：毎週日曜日午前 10 時 30 分 

聖書を学び祈る会 

昼の部：毎週水曜日 午後１時 30分 

夕の部：毎週水曜日 午後７時 

読書会：随時(週報に案内を掲載します) 

※前列からつめてお座りください。 

※起立が困難な方は、体調にふさわしい姿勢で礼拝

に参加してください。 

日本キリスト教会富良野伝道所 

週    報 
年間主題 

「主イエスに希望をおいて生きる群れ」 

主題聖句 

「天地は滅びるが、わたしの言葉は決して滅びない。」

―マルコによる福音書 13章 31節 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝道開始１９１７年 

 

 

 

 

 

伝道教会建設１９５２年４月１７日 

伝道所建設 2005 年 3 月 21 日 

〒076-0024 北海道富良野市幸町５－６ 

Tel・Fax 0167-22-4527、090・8215・3971 

教会ホームページ,   QR コード 

https://io520jcf.wixsite.com/--hp  

Email io520jcf@khaki.plala.or.jp 

Email estr0413g76bap@ezweb.ne.jp 

教会口座番号(振込用紙の場合)19760‐108531 

店名九七八 店番 978 普通預金口座番号 0010853 

牧師 小野寺泉 

mailto:io520jcf@khaki.plala.or.jp
mailto:estr0413g76bap@ezweb.ne.jp

